
 

 

地
域
の
高
齢
者
や
大
人
、
学
生
、 

  

十
一
月
十
九
日(

木)

に
高
原
中
学

校
に
て
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
推
進
に
お
け
る
調
査
研
究
推

進
会
議
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

人
口
減
少
、
高
齢
化
社
会
、
働
き
方

改
革
、
地
方
創
生
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
も
含
め
る
と
、
現
代
な
ら

で
は
の
新
た
な
課
題
が
山
積
で
す
。 

教
育
の
現
場
で
あ
る
「
学
校
」
で
も

学
校
と
い
う
空
間
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
悩
み
を
地
域
の
方
と
と
も

に
、
情
報
交
換
し
な
が
ら
ベ
ク
ト
ル

を
共
有
し
、
課
題
に
向
き
合
っ
て
い

け
る
機
会
が
で
き
た
ら
考
え
、
学
校

現
場
か
ら
の
呼
び
か
け
で
、
こ
の
よ

う
な
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
も
、

教
育
現
場
の
立
場
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

地
域
の
現
状
や
課
題
、
そ
し
て
解
決

案
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
多

く
の
意
見
が
飛
び
交 

っ
て
い
ま
し
た
。 

短
い
時
間
で
し
た
が
、 

皆
様
の
お
考
え
を
聞 

く
こ
と
が
で
き
、
大 

変
有
意
義
な
時
間
と 

な
り
ま
し
た
。 

 

現
在
、
高
原
町
に
は
０
歳
～
１
４

歳
ま
で
の
教
育
を
受
け
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
、
約
９
０
０
名
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
子
ど
も
た
ち

が
大
人
に
な
る
２
０
年
後
の
子
ど
も

た
ち
の
数
は
、
約
５
６
０
名
、
学
年
で

平
均
し
て
み
る
と
、
な
ん
と
４
０
名

ず
つ
に
な
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う

に
、
地
域
を
つ
な
ぎ
、
支
え
て
い
く
子

ど
も
た
ち
の
未
来
は
、
急
激
に
減
少

し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、

教
育
現
場
で
は
、
「
ふ
る
さ
と
教
育
」

や
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
推
進
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
学
校
だ
け
で
は
、
減
少

を
止
め
る
こ
と
ま
で
は
で
き
な
い
の

が
現
実
で
す
。 

 

ど
う
す
れ
ば
、
「
今
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
が
、
高
原
町
の
良
さ

に
気
づ
き
高
原
町
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
の
か
？
」 

 

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
地
域
の
方

と
と
も
に
創
造
で
き
る
と
あ
り

が
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

      

地
域
協
働
の
新
モ
デ
ル
を
紹
介 

 

高
原
中
で
は
、
毎
年
３
年
生
が
、
高
原

小
の
子
ど
も
た
ち
に
「
読
み
聞
か
せ

活
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

実
は
、
こ
の
活
動
は
様
々
な
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。 

 

〇
学
校
現
場
の
利
点 

 
 

伝
え
る
力
・
読
む
力
・
キ
ャ
リ
ア 

 
 

親
に
な
る
た
め
の
学
び
等 

 
 
 

 

そ
こ
に
、
こ
の
活
動
を
支
援
す
る

た
め
に
「
地
域
の
方
の
読
み
聞
か
せ
」

支
援
が
加
わ
り
ま
す
。 

 

〇
地
域
の
利
点 

 

子
ど
も
を
知
る
、
教
育
の
一
助 

 
 

つ
な
が
り
、
自
己
研
鑽
等 

  

学
び
に
は
、
双
方
向
の
関
わ
り
方

が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。 

 

十
一
月
二
十
六
日
（
木
）
高
原
小
で

の
中
学
生
の
読
み
聞
か
せ
は
、
地
域

の
方
の
お
か
げ
で
、
成
長
著
し
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
中
学
生
に
読
ん

で
も
ら
え
て
、
小
学
生
は
大
喜
び
！

そ
の
様
子
を
見
て
中
学
生
も
ニ
コ

リ
！
さ
ら
に
、
そ
の
話
を
聞
い
た
地

域
の
方
は
満
面
の
笑
み
！
最
後
に
担

任
の
先
生
が
一
言
、「
み
ん
な
将
来
は

こ
う
や
っ
て
小
学
生
に
読
ん
で
あ
げ

て
ね
！
」
ま
さ
に
『
繋
ぐ
』
未
来
で
す
。 

                               

高
原
町
の 

地
域
学
校
協
働
活
動
事
業
③ 

高
原
町
の
未
来
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
‼ 地婦連と読み聞かせボランティア 

【発行「友遊」】 

【高原中での会議】 

【読み聞かせの学習】 

 

 

 

１ 活動の概要  

対象学校名 高原町立高原小・広原小・狭野小・後川内小・高原中・後川内中（町内全６校） 

活動分野 登下校見守り、あいさつ、読み聞かせ、学習支援、行事、環境、地域行事参画 等 

【主な取組】   

〇登下校時見守り活動：交通指導（通年）、あいさつ運動（毎月２のつく日）、おたすけハウス 

〇読み聞かせ活動：各学校（通年）、学習支援（通年）、町行事支援（通年） 

〇学習及び行事支援、環境整備：各学校（通年）、運動会等行事（主に８月～１１月） 

【連携・協働している機関】 

ＰＴＡ、地域ボランティア員、交通指導員、民生委員、高齢者団体、郷土芸能保存会、公共機関 

日本赤十字、読み聞かせ団体、地域婦人連絡協議会、食改善団体、スポーツ推進協議会、企業 他 

○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）１人  ○ボランティア登録者数 約１８０人 

２ 特色ある取組の紹介 

 

① 「教育委員会発行広報誌『友遊』による地域・学校協働活動の推進」 

 

 

 

 

 ○ 活動内容 

  ・「友遊」に協働コーナーを設け、全世帯に活動の様子や必要性を伝えている。 

  ・地域と学校の協働を促進するために、高原中学校が主となり「地域とともにある 

学校づくり推進における調査研究推進会議」を開催し、話し合う場を設定した。 

 ○ 事業を実施して（参加者の声等）  → 

  ・支援から協働への意識をもち始めた方が、少しずつ増えてきている。（推進員） 

  ・高原中での話合いは、学校・保護者・地域・役場・企業など様々な立場の方が 

一堂に会し、活発な意見交換となった。新たな気づきに繋がった。（推進員）       

② 「学校と地域が協働で取り組む読み聞かせ活動」 

 

 

 

 

 ○ 活動内容 

  ・総合的な学習の時間を用いて、中学３年生が地域の読み聞かせ団体の方に指導を受ける。 

  ・指導を受け、練習した成果をもとに小学校の全クラスに分かれ、読み聞かせ活動を行う。 

 ○ 事業を実施して（参加者の声等） 

  ・「教えること」の難しさ、「伝えること」の難しさ、学ぶ側も教える側もと 

もに気づき、学び合える良い機会となっている。（支援員・生徒・教職員） 

  ・将来は、中学生になって上手に読んで聞かせてね！（教職員）                       

《ここがイチオシ！本部自慢！》 

 高原中学校３年生による小学生への読み聞かせ活動を地域で支援 

本部名：高原町地域学校協働本部 

連絡先：高原町教育委員会教育総務課 

ＴＥＬ：（０９８４）４２－１４８４ 

ＦＡＸ：（０９８４）４２－３９６９ 

《ここがイチオシ！本部自慢！》 

  全町民に協働活動を紹介するとともに、学校から地域連携会議を開催 
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